












号が授与さる）を著す 至って 戦国期から近世への統一政権成立に関する学説の一大転換を図っ のです。　
それは、従来の秀吉の軍事的優位による実力的統一説を

















ならない、自力で村や地域の紛争を解決しなければならない、と言うことを意味します。したがって百姓・民衆や村の姿は決して素朴で美しく、牧歌的なものではなく、厳しく残酷で 暴力的な姿 持ち、時には加害者でもありました。戦争でさえ彼らの格好の稼ぎ場でもあった す。先生はこれらの百姓・民衆、村の姿、その在地のルールを容赦なく描き出しました。秀吉の「平和」とは、人々にとって負担の重い「自力の世界」を 秀吉政権 法治 下 「惣無事」＝「平和」を実現しようとするもの あったのです。　
先生は後進の育成にも熱意を注がれ、厳しく指導してい
ただきました。史料の読みは一字一句、 その意をくみ取り、解析し、粗読による史料の 無駄使い」を戒めました。一方で荘園や村の現地を訪ね歩くことにも熱心でした。その際は、地租改正期の六〇〇分の一の土地公図を手に入れて歩いたものでした。学生時代の史料探訪 経験が活かされていたのでしょう。教室よりも生き生きとされて かもしれません。　
私事になりますが、私にとって先生と 出会いは決定的
でした。一度は社会に出たものの、 部 不勉強故
に、勉学の思いを捨てきれずにいた私に、大学院への進学を勧めてくださったのは先生でした。この出会は、先生が私にとっての母校である立教大学にたま ま着任されたからという偶然からではありません。卒業論文の準備のため土一揆関係論文リスト 論文 全 読んでもなお釈然としなかった時、私は、手に取ったリスト外の論文「室町・戦国期の在地法の一形態」 （ 『聖心女子大学論叢』六九年）を読んで“これだ”と確信しました。その著者が藤木久志であったのです。つまり私が先生を選んだのでした。最初の対面の時、先生は「人間 一人で勉強 きるほど強くはありませんよ」と云ってくれました。　
私は、若い時に若狭の荘園を舞台に、 「古老法」と呼ぶ
べき在地法の検出をした論文を書きましたが、そ 発想の下地には先生のこ 在地法の考え方があったのです。この論文発表後、 先生から度々「一緒に村の研究を せんか」とのお誘いを受けましたが、他 大学院に移っていてそれに応えられなかったことが悔やまれて りません。　
先生の死は哀しい。しかし、生を全うされたものと思い
ます。先生は研究に命を燃やし、燃え尽き、そして死を自然なものとして受け入れられたのでした。
（本学名誉教授）
